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ご協力ください今日から共同募金運動

近
代
的
で
荘
厳
な
建
物

5
9
年
3
月
末
完
成
へ

市
で
は
、
現
市
営
火
葬
場
の
廃
止
・

移
転
に
と
も
な
い
、
新
し
い
斎
場
の
建

設
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
七
月
に
基

本
設
計
案
を
募
集
し
た
七
こ
ろ
、
五
設

計
事
務
所
が
応
募
。
そ
し
て
、
九
月
十

一
日
の
選
考
委
員
会
で
採
用
案
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
採
用
案

を
も
と
に
十
二
月
に
実
施
設
計
を
完
了
。

来
年
四
月
に
建
設
に
着
工
し
、
五
十
九

年
三
月
末
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

宇
治
市
斎
場
は
、
去
る
三
月
に

建
設
場
所
名
落
金
井
戸
に
決
定
。

宇
治
市
議
仝
八
月
定
例
会
に
設
計

委
託
料
か
計
上
し
て
き
ま
し
た
。

七
月
に
基
本
設
計
案
の
募
集
と
現

地
説
明
か
好
い
、
五
社
の
設
計
事

務
所
か
ら
基
本
設
計
案
の
提
出
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
九
月
十
一
日
、
市
長
以

下
七
人
の
学
識
経
験
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
宇
治
市
斎
場
建
設
基
本

設
計
案
選
考
委
員
会
で
検
討
を
加

え
、
基
本
設
計
案
を
決
定
し
ま
し

▲斎場基本設計案の外観透視図

た
。採

用
し
た
基
本
設
計
案
は
、
斎

場
と
し
て
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を

基
調
に
し
て
、
周
辺
の
自
然
環
境

と
調
和
し
た
た
た
ず
ま
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。
外
観
は
、
煙
突
は
な

く
荘
厳
さ
を
表
現
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
考
慮
も
十
分
さ
れ

て
お
り
、
自
然
採
光
を
取
り
入
れ

る
ぷ
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

斎
場
の
建
物
は
、
鉄
筋
平
屋
建

（
約
二
千
平
方
む
）
で
、
火
葬
棟

を
中
心
に
東
側
に
待
合
棟
、
西
側

に
葬
祭
棟
を
配
置
し
、
こ
れ
ら
三

棟
は
そ
れ
ぞ
れ
回
廊
で
結
ば
れ
て

お
り
、
各
棟
の
間
に
は
中
庭
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
火
葬
棟
は
、

告
別
室
（
二
室
）
、
炉
前
ホ
ー
ル
、

火
葬
炉
（
五
基
）
、
拾
骨
室
（
二
室
）

等
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
葬
祭
棟

は
、
葬
祭
場
と
葬
祭
場
ホ
・
‐
・
ル
が

あ
り
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
が

葬
祭
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
待
合

棟
は
待
合
室
（
和
室
三
室
）
と
待

合
ロ
ビ
ー
が
あ
り
、
喫
茶
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

九
月
市
議
心
一
定
例
会
は
、
十

月
四
日
か
皇
〈
日
ま
で
の
三
日

間
が
一
般
質
問
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
政
の

動
き
や
議
会
活
動
を
知
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
、
四
日
の
一
般
質

問
の
様
子
を
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
テ
レ

ビ
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
⑩
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

で
中
継
し
ま
す
。
放
送
時
間
は
、

午
後
一
時
か
ら
五
時
半
ま
で
で
、

各
派
代
表
と
し
て
、
次
の
議
員

が
質
問
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
耳
の
ご
不
自
由
な
人

葬
祭
棟
と
火
葬
棟
（
告
別
室
・

拾
骨
室
）
と
待
合
棟
の
三
棟
の
配

ほ
は
、
人
の
流
れ
が
交
差
し
な
い

に
も
知
っ
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、

手
話
通
訳
夕
行
い
ま
す
。

市
議
会
の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。

市議会

▽
浅
見
健
二
議
員
（
社
会
党
）

国
鉄
奈
良
線
の
複
線
電
化
と

駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

▽
平
岡
久
夫
議
員
（
無
所
属
）

一
般
質
問
を
テ
レ
ビ
中
継

1
0
月
4
日
午
後
1
時
か
ら

〈
質
問
者
と
質
問
要
旨
〉

▽
宮
城
日
出
年
議
員
（
共
産
党
）

老
人
医
療
費
無
料
化
の
継
続

に
つ
い
て

ぷ
つ
に
わ
か
り
や
す
く
、
う
ま
く

ホ
£
め
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
一
方
敷
地
内
に
は
、
バ
ス
四

▲告別ホールの断面透視図

地
方
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

▽
加
地
勇
議
員
（
自
民
党
）

市
長
の
行
政
姿
勢
（
自
衛
官

募
集
事
務
の
一
部
実
施
）
に

台
と
車
五
十
台
が
置
け
る
駐
車
場

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

事
。市

で
は
、
今
回
決
定
し
た
基
本

設
計
案
を
基
に
、
十
二
月
中
に
は

実
施
設
計
度
苧
。
五
十
八
年
四

月
に
は
斎
場
建
設
に
着
工
し
、
五

十
九
年
三
月
末
に
は
完
成
す
る
予

定
で
す
。

建
設
に
要
す
る
経
費
は
、
造
成

費
、
斎
場
建
設
費
、
進
入
路
整
備

費
兌
Ｂ
せ
七
唐
－
円
を
超
え
る
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
ず
。

と
こ
ろ
で
、
宇
治
市
斎
場
は
、

現
市
営
火
葬
場
が
老
朽
化
し
、
火

葬
場
周
辺
が
煩
二
種
庄
居
専
用
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
1
ぶ

め
、
廃
止
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
新
し
い
斎
場
の
建
設
が
計

画
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
池
本

市
長
は
昨
年
七
月
に
宇
治
市
斎
場

つ
い
て

▽
竹
林
瑛
峻
議
員
（
民
社
党
）

財
政
運
営
の
ふ
必
の
見
通
し

と
実
施
計
画
に
つ
い
て

▽
提
武
彦
議
員
（
公
明
党
）

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
と
体

位
体
力
向
上
に
つ
い
て

105

当
日
は
、
傍
聴
席
に
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
や
照
明
設
備
な
ど
を
配

置
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
傍
聴

席
に
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

テ
レ
ビ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
題
懇
談
会
を
設
ほ
。
懇
談
会
は

現
地
視
察
な
ど
を
行
い
討
議
を
重

ね
、
・
昨
年
十
二
月
に
討
議
結
果
を

ま
と
め
て
、
池
宗
市
長
に
提
言
し

ま
し
た
。

市
で
は
、
提
言
の
主
旨
を
尊
重

し
、
慎
重
に
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

精
神
的
な
や
す
ら
ぎ
と
緑
の
自
然

環
境
が
近
代
的
施
設
と
調
和
す
る

景
観
が
得
や
す
い
地
域
を
基
本
と

し
、
必
要
な
敷
地
面
積
の
確
保
と
、

斎
場
建
設
が
緊
急
課
題
で
あ
り
財

政
的
に
も
民
有
地
か
求
め
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
か
ら
、
宇
治
金
井

戸
の
市
有
地
に
決
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
元
地
域
の
協
力
を

得
る
た
め
地
元
説
明
会
を
開
き
話

女
つ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

地
元
関
係
者
の
ご
理
解
を
得
て
建

設
に
向
け
て
前
進
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

9月補正

予算（案）

化
学
消
防
車
の
購
入
な
ど

2
億
8
千
9
百
万
円
を
計
上

九
月
市
議
会
定
例
会
が
、
九
月

二
十
日
か
ら
十
月
九
日
ま
で
の
二

十
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま

す
。こ

の
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）
案
を
ほ
じ

め
、
十
二
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い

未
了
。

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案

は
、
さ
る
八
月
二
日
の
台
風
十
号

に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
お
よ
び
市

民
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
実
施
設
計

委
託
料
の
追
加
夕
計
上
。
こ
の
他

に
、
市
民
を
ぷ
ハ
災
か
ら
守
る
化
学

消
防
車
購
入
事
業
費
や
笠
取
小
学

校
・
笠
取
第
二
小
学
校
の
測
量
、

造
成
設
計
委
託
料
な
芦
も
計
上
さ

れ
て
い
ホ
チ
。

一
般
会
計
補
正
予
算
総
額
は
、

二
億
八
千
九
百
十
九
万
八
千
円
で
、

こ
れ
に
よ
旦
般
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
総
額
は
二
百
三
十
二
億
八

千
五
百
土
〈
万
二
千
円
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
債
務
負
担
行
為
と
し
て

西
宇
治
公
園
用
地
購
入
費
も
計
上

さ
れ
て
い
未
了
。

今
回
の
補
正
予
算
案
の
主
な
事

業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
実
施

設
計
委
託
料
の
追
加
に
四
千
百

万
円
。

◇
災
害
復
旧
事
業
の
追
加
（
台
風

1
0
号
に
よ
る
被
害
）
に
ニ
ヱ
八

万
三
千
円
。

◇
坦
崇
雪
扶
助
費
の
追
加
に
千

四
百
万
円
。

◇
磐
砿
祉
会
館
初
年
度
呑
屋

入
の
追
加
に
千
五
百
万
円
。

◇
予
防
接
種
事
業
の
追
加
に
九
百

八
十
五
万
一
千
円
。

◇
畷
茶
共
同
工
場
建
設
補
助
に
千

六
百
万
円
。

◇
谷
山
林
道
整
備
事
業
の
追
加
に

五
百
五
十
四
万
三
千
円
。

◇
商
店
街
等
施
設
整
備
事
業
補
助

に
七
百
十
三
万
二
千
円
。

◇
国
鉄
宇
治
駅
前
広
場
整
備
事
業

の
追
加
に
千
四
百
十
七
万
円
。

◇
横
島
吹
前
市
営
住
宅
浄
化
槽
改

築
事
業
に
四
千
七
言
二
十
万
円
。

◇
化
学
消
防
車
購
入
事
業
に
二
千

二
万
円
。

◇
笠
取
小
学
校
・
笠
取
第
二
小
学

校
測
量
、
造
成
設
計
委
託
に
五

百
五
十
万
円
。
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江
戸
時
代
に
お
け
る
村
々
の

年
貢
率
は
、
六
〇
一
四
〇
％
程

度
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
一
部
の

村
々
で
は
、
村
高
全
て
が
年
貢

高
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
『
す
く
み
取
り
』
と
呼

び
、
最
も
高
い
年
貢
の
徴
収
方

法
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
収
穫
高
の
全
て
を
年

貢
と
し
て
上
納
し
た
の
で
あ
る

か
ら
、
農
民
の
糧
が
な
く
な
る

訳
で
あ
る
。
こ
の
よ
シ
な
徴
収

方
法
が
実
施
さ
れ
た
理
由
と
し

て
、
そ
の
地
域
が
経
済
的
に
も

地
理
的
に
尨
思
ま
れ
、
そ
の
上
、

商
品
的
農
作
物
が
産
出
さ
れ
て
、

そ
の
作
物
が
米
の
収
穫
以
上
に

利
益
が
あ
っ
た
こ
と
、
土
地
台

10月10日体育の日

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
耕
地
面

積
よ
り
実
面
積
の
方
が
大
幅
に

広
く
、
収
穫
高
も
よ
り
多
か
っ

た
こ
と
な
芦
が
考
を
元
、
実

質
の
年
貢
率
に
換
算
す
れ
ば
他

村
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
京
都
の
東
寺
や
九

条
付
近
の
村
で
こ
の
徴
収
方
法

が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

屋
地
子
の
免
除
と

年
貢
の
半
減

た
。
そ
の
う
ち
、
二
千
七
十
八

石
余
の
年
貢
が
徴
収
さ
れ
、
年

貢
率
は
お
よ
そ
九
〇
％
の
高
さ

で
あ
っ
た
。

で
は
、
な
ぜ
宇
治
郷
が
こ
の

ぷ
つ
に
高
率
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

ラ
か
。
そ
れ
を
解
き
明
か
す
史

料
は
、
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ

て
い
な
い
が
、
茶
の
生
産
地
帯

体
育
指
導
委
員
会
は
、
体
育
の
日

に
、
「
第
一
回
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
」

を
開
き
ま
す
。

み
ん
な
で
、
歩
い
て
太
陽
が
丘

軍
家
光
が
上
洛
し
、
そ
れ
を
期

し
て
畿
内
の
制
圧
に
の
り
だ
し

た
幕
府
が
、
そ
の
融
和
策
と
し

て
、
直
轄
都
市
に
地
子
免
除
を

実
施
し
た
が
、
そ
れ
に
な
ら
っ

た
も
の
で
あ
う
っ
。
も
つ
一
つ

は
、
当
時
困
窮
し
て
い
た
宇
治

茶
師
に
対
す
る
救
済
措
置
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
な
た
の
体
力
、
衰
え
て
い
ま

せ
ん
か
。
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も

と
、
み
ん
な
で
走
っ
た
り
、
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
し
て
汗
を
流
1
垂
し

ょ
う
。
そ
れ
が
健
康
づ
く
り
の
第

一
歩
で
す
。

宇
治
市
教
育
委
員
会
と
宇
治
市

い
ず
れ
に
せ
よ
、
屋
地
子
の

免
除
に
よ
り
百
十
九
石
は
年
貢

外
と
な
り
、
年
貢
率
も
低
率
に

な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
寛
永
十
三
年
の
年
貢
率
は

四
〇
％
と
な
り
、
十
一
年
と
比

較
し
て
五
〇
％
も
下
が
っ
た
こ

と
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
宇
治
郷
民
や

で
あ
り
、
茶
園
地
を
相
当
有
し

て
い
た
当
郷
で
は
、
茶
の
収
穫

に
よ
る
利
益
が
大
亘
％
た
こ

と
も
一
つ
の
要
因
で
あ
う
つ
。

と
こ
ろ
で
、
寛
永
十
三
年
に

幕
府
は
宇
治
郷
の
屋
地
子
を
免

除
し
、
か
つ
年
貢
か
平
減
し
た
。

こ
の
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、

一
つ
は
寛
永
十
一
年
に
三
代
将

浴
捨
期
の
宇
治
郷
に
お
い

て
も
、
す
く
み
取
り
で
は
な
い

が
、
こ
れ
に
近
い
年
貢
率
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
寛
永
十
一

年
（
一
六
三
四
）
の
例
で
み
る

と
、
三
千
八
十
八
石
余
の
村
高

の
う
ち
、
六
十
八
石
が
不
作
の

た
め
控
除
さ
れ
、
残
り
三
千
二

十
石
余
が
年
貢
の
対
象
と
な
っ

に
集
合
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
…
ｍ
…
月
1
0
日
向
、
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ
・
：
太

陽
が
丘
球
技
場
。

圖

中央広場

ｆｉＭ昌－
み
ん
な
歩
け
あ
る
け
で
太
陽
が
丘
へ

郷陽

会場あんない

に⊇□に⊇
親
子
健
康
体
操

茶
師
に
も
た
ら
し
た
経
済
的
利

益
は
、
き
わ
め
て
大
声
か
っ
た

反
面
、
幕
藩
体
制
の
中
に
組
み

こ
ま
れ
て
葵
祭
続
け
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

（
歴
史
資
料
室
）

屋地子の免除と年貢の半減を示す資料

ひ
と
汗
コ
ー
ナ
ー
：
床
力
診
断
、

球
技
場
Ｂ

輪
役
げ

□回
球

技

場

Ａ

体力ｎ断

大人コース

．：

：野外活動コーナーニどもコース

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
、

親
子
健
康
体
操
、
フ
リ
ー
テ
ニ
ス
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ろ
ぱ
・
・
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
輪
な
げ
、
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

野
外
活
動
、
パ
ラ
バ
ル
ン
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
。

一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
楽
し

く
参
加
で
き
る
ぶ
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
吊
民
体
育
課
）

来
年
四
月
に
椛
島
町
本
屋
敷
に

開
校
予
定
の
市
内
で
二
十
二
番
目

の
小
学
校
の
校
名
が
北
横
島
小
学

校
と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
校
名
は
、
市
民
に
公
募
し

て
い
た
も
の
で
四
十
件
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
が
、
学
校
が
横
島
地

区
の
北
部
に
位
置
し
て
い
て
学
校

所
在
地
が
わ
か
り
や
す
く
、
市
民

勤
労
者

将
棋
大
会

▼
と
き
・
：
1
0
月
2
4
日
面
、
午
前

9
時
半
受
付
、
1
0
時
開
始
▼
と
こ

ろ
・
：
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼

参
加
資
格
・
：
宇
治
市
、
城
陽
市
、

久
御
山
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す

泰
人
▼
級
別
：
Å
級
ａ
2
段
程
度

以
上
、
Ｂ
級
＝
初
段
～
3
級
程
度
、

ｃ
級
1
4
級
～
7
級
程
度
、
Ｄ
級

＝
初
心
者
▼
申
込
み
…
1
0
月
1
6
日

出
の
正
午
ま
で
に
、
参
加
費
千
円

聚
ざ
を
、
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
（
市
民
会
館
内
豊
⑤
2
3
1

5
）
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

10月1日は「法の日」
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の
日
は
、
身
近
に
法
を
認
識
し
、

法
を
尊
服
す
る
こ
と
を
目
的
に
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

法
に
よ
る
生
活
の
実
践
を
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
無
料
人
権
相
談
所
〉

城
南
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
「
法
の
日
」
に
ち
な
ん
で
無

料
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

差
別
や
名
1
棄
損
、
金
銭
問
題
、

家
庭
問
題
で
お
困
り
の
か
た
は
、

た
め
ら
わ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
1
0
月
7
日
俐
。
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ
…
市

民
会
館
。
（
秘
書
課
）

茶
ま
つ
ぴ
が
十
月
三
日
㈲
、
時
か
ら
。

興
聖
寺
と
宇
治
川
中
の
島
を
中
▽
宇
治
茶
資
料
展
・
・
・
午
前
1
0
時

心
に
開
か
れ
ま
す
。

▽
名
水
汲
み
上
げ

の
儀
・
：
午
前
9

時
か
ら
宇
治
橋

三
の
間
で
。

▽
茶
つ
ぽ
口
切
り

の
儀
・
献
茶
な

ど
・
：
名
水
汲
み

上
げ
の
あ
と
、

午
前
1
0
時
か
ら

興
聖
寺
本
堂
で
。

▽
茶
晃
塚
供
養
…

使
い
古
さ
れ
た

り
、
破
損
し
た

茶
せ
ん
の
供
養

か
ら
興
聖
寺
で
。

▽
中
の
島
で
の
催

宇治茶まつり

を
午
前
1
1
時
半
か
ら
興
聖
寺

山
門
前
で
。

▽
茶
席
：
太
席
は
興
聖
寺
、
副

席
は
宇
治
神
社
で
、
午
前
1
0

10月3日興聖寺・中ノ島一帯

し
・
・
・
午
前
1
0
時

か
ら
、
野
点
席
、

お
茶
の
み
コ
ン

ク
ー
ル
、
茶
せ

ん
の
実
演
即
売
、

竹
製
品
・
掛
軸

即
売
、
炭
山
陶

器
即
売
、
模
擬

店
な
ど
。
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
お

越
し
ぐ
だ
さ
い
。

▽
市
民
素
人
闘
茶

会
…
午
後
6
時

半
か
ら
市
難
い

（

農
林
茶
業
課

）
三の間から名水汲み上げ

1 ・ ¬ ・ ｌ ・ 4 ． ． ’ ｀ ，ト ｆ － ・ ・ ・
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外国人のみなさんへ

外国人登録法が改正

10月1日から実施

外
国
人
登
録
法
が
十
月
一
日
か

ら
改
正
に
な
っ
て
い
未
了
。

小
人
用
登
録
証
明
書

1
6
歳
ま
で
切
替
不
要
に

原
則
と
し
て
、
小
人
仮
該
証

明
書
（
ニ
ツ
折
）
を
お
持
ち
の
人

は
、
土
ハ
歳
に
な
る
ま
で
確
認
（
切

替
）
申
請
を
す
る
必
要
か
な
ぐ
な

り
ま
し
た
。
土
ハ
歳
に
な
っ
た
日

か
ら
三
十
日
以
内
に
確
認
（
切
替
）

申
請
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

北
槇
島
小
に
決
定

市
内
2
2
番
目
の
小
学
校

に
な
じ
み
や
す
い
、
松
島
小
学
校

か
ら
分
離
す
る
の
で
母
体
校
の
名

前
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
理
由
か

ら
、
北
極
島
小
学
校
と
決
定
し
ま

し
た
。校

章
を
募
集

つ
づ
い
て
市
教
育
委
員
会
で
は

な
お
、
居
住
抑
蚤
や
再
交
付

の
申
請
な
ど
は
、
従
来
ど
お
り
同

居
の
家
族
の
代
理
申
請
と
な
り
ま

す
。

大
人
用
登
録
証
明
書

確
認
申
請
は
5
年
ご
と
に

原
則
と
し
て
、
大
人
輿
益
証

明
書
（
モ
唄
型
）
を
お
持
ち
の
人

は
、
確
認
（
切
替
）
申
請
が
三
年

ご
と
で
あ
っ
だ
の
が
五
年
ご
と
に

な
り
ま
し
た
。

現
行
確
認
（
切
替
）
申
請
の
最

終
日
か
ら
、
さ
ら
に
二
年
を
経
過

す
る
日
前
三
十
日
以
内
に
確
認

（
切
替
）
申
請
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

各
種
義
務
年
齢
も

1
6
歳
以
上
に

登
録
証
明
書
の
携
帯
、
本
人
出

頭
申
請
な
ど
各
種
義
務
年
齢
が
従

来
十
四
歳
以
上
で
あ
っ
だ
の
が
。

土
ハ
歳
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
市

民
係
（
き
⑩
3
1
4
1
内
線
2
8
3
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
案

内
書
も
用
意
し
て
い
康
司

よ
市
民
課
）

同
校
の
校
章
を
募
集
し
ま
す
。

▼
期
間
・
：
1
0
月
2
1
日
出
ま
で
▼

応
募
資
格
・
：
市
民
▼
方
法
・
・
・
官
製

は
が
き
、
ま
た
は
同
里
八
き
さ
の

白
紙
に
黒
色
で
実
物
大
以
上
に
デ

ザ
イ
ン
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
理
由
と

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
明

記
し
で
こ
だ
さ
い
▼
応
募
先
・
：
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
〒
6
1
1

宇
治
恥
芭
4
5
、
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）

な
お
、
採
用
の
デ
ザ
イ
ン
に
は

薄
謝
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

（
学
校
教
育
課
）

市民スポーツま

つり

宇
治
市
史

の
窓

プ
ロ
グ
ラ
ム
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市立幼稚園児を募集
10月12日から14日まで

昭
和
五
十
八
年
度
の
宇
治
市
立

幼
稚
園
児
（
一
年
保
育
）
を
ｇ
集

し
ま
す
。

入
園
で
き
る
幼
児
…
昭
和
五
十

二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
三

年
四
月
一
日
ま
で
に
出
生
し
た
幼

児
で
、
申
込
み
日
現
在
、
保
護
者

と
と
も
に
宇
治
市
内
に
居
住
し
て

い
る
人
で
す
。

受
付
日
時
・
・
・
各
幼
稚
園
と
も
十

月
十
二
日
か
ら
干
四
日
ま
で
の
午

後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
で
す
。
た

だ
し
、
十
月
十
二
日
は
男
子
の
み
、

十
三
日
は
女
子
の
み
、
十
四
日
は

男
女
と
も
受
付
け
本
子
。

手
続
き
・
：
入
園
か
糸
望
さ
れ
る

幼
稚
園
で
、
受
付
け
当
日
願
書
を

お
渡
し
し
康
す
の
で
、
そ
の
場
で

募集園名と募集定員

記
入
し
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
、
な

お
、
当
日
は
必
ず
入
園
舎
希
望
さ

れ
る
幼
児
を
同
伴
の
う
え
、
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

入
園
の
許
可
・
・
入
園
許
可
書
は

十
一
月
末
日
ま
で
に
保
護
者
に
郵

送
に
ま
す
。

受
付
期
間
中
に
ら
募
者
数
が
募

果
人
数
に
満
た
な
い
園
に
つ
い
て

は
、
受
付
日
以
後
も
引
き
続
き
募

集
し
ま
す
。
そ
の
他
、
お
問
い
合

わ
せ
は
、
各
市
立
幼
稚
園
ま
た
は

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
き
⑩

3
1
4
1
）
へ
。
な
お
、
幼
稚
園

へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
育
時

間
の
関
係
上
、
午
後
二
時
以
降
に

お
願
い
し
示
ｙ
。

（
宇
治
市
教
育
委
員
会
）

国名 募集定員 所在地 電話

貧遭 120人宇治妙ｉＳ128－121－2703

棋鳥 120Ａ棋息町石橋ｎ 21－2708

伊勢田160人小ａ町西山44 22－1503

大久保120人大久保町山ノ内341－7224

神明 120Ａ宇治野神57 22－0495

東宇治160人Ｊ£ヶ庄悔林官有地 31－8259

木柵 80人 木幡ｋｔ£ｉ7－132－9439

平盛 160人大久保町平盛30－ｌ 44－7447

公
民
館
が
実
施
す
る
事
業
の

う
ち
、
参
加
申
込
が
最
も
多
い

の
は
創
作
活
動
に
関
す
る
も
の

で
す
。
市
民
の
創
作
意
欲
が
さ

か
ん
な
こ
と
が
ラ
か
が
え
ホ
ヂ
。

そ
こ
で
、
今
回
は
市
民
ア
ト
リ

エ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

継
続
学
習
で

サ
ー
ク
ル
結
成

公
民
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
市
民
ア
ト
リ
エ
教
室
を
開

設
。
創
作
活
動
夕
通
し
て
市
民

文
化
の
向
上
と
参
加
者
相
互
の

連
携
を
は
か
り
、
技
術
の
修
得

に
つ
と
め
る
こ
と
舎
日
的
と
し

て
い
ま
ず
。
し
か
し
、
公
民
館

で
開
設
す
る
教
室
で
は
、
短
期

間
し
か
学
習
で

孝
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
各

教
室
の
修
了
後
、

継
続
学
習
と
し
て
受
講
生
が
中

心
に
な
っ
て
サ
ー
ク
ル
か
結
成

し
、
指
導
者
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ

の
技
術
の
向
上
に
つ
と
め
る
と

と
も
に
会
員
相
互
の
親
睦
か
ほ

か
っ
て
お
ら
れ
ま
7
．

教
室
か
ら
サ
ー
ク
ル
に
発
展
し

た
も
の
は
、
宇
治
市
公
民
館
で

は
版
画
サ
ー
ク
ル
を
ほ
じ
め
、

油
絵
二
団
体
、
手
芸
三
団
体
、

水
彩
固
、
水
墨
画
が
、
木
幡
公

民
館
で
は
油
絵
、
陶
芸
、
手
芸

が
、
小
倉
公
民
館
で
は
油
絵
、

手
芸
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の

発
表
の
場
と
し
て
、
宇
治
市
公

催
し

市
民
総
合
体
育
大
会

卓
球
の
部

▼
と
さ
・
・
・
1
0
月
2
4
日
（
一
股
団

体
戦
）
、
3
1
日
（
一
般
個
人
戦
）
、

1
1
月
7
日
（
ジ
ュ
ニ
ア
団
体
・
個

人
戦
）
▼
と
こ
ろ
・
：
西
小
倉
中
学

さ
か
ん
な
創
作
活
動

今
年
度
の
市
民
ア
ト
リ
エ
教

室
は
、
木
幡
公
民
館
で
は
陶
芸

教
室
と
手
芸
教
室
欠
小
倉
公

民
館
で
は
水
彩
画
教
室
と
手
芸

教
室
を
開
設
。
宇
治
市
公
民
館

で
は
毎
年
、
版
画
で
つ
く
る
年

賀
状
教
室
を
閲
い
て
い
未
了
。

こ
れ
ま
で
の
市
民
ア
ト
リ
エ

民
館
の
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
会

や
木
幡
、
小
倉
公
民
館
の
公
民

館
ま
つ
昨
｛
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
団
体
活
動
発
表
の
場
と

し
て
の
宇
治
市
公
民
館
の
公
民

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ベ
出
展
さ
れ
た

り
、
市
民
絵
画
展
へ
も
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。

校
体
育
館
▼
参
加
資
格
・
・
・
団
体
戦

（
宇
治
市
民
お
よ
び
市
内
通
勤
・

通
学
者
に
よ
る
チ
ー
ム
）
、
個
人
戦

（
宇
治
市
民
）
▼
参
加
料
上
人

二
百
円
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

▼
申
込
み
・
：
1
0
月
9
日
ま
で
に
、

宇
治
市
体
育
協
会
（
五
ヶ
庄
三
番

割
、
黄
柴
公
園
内
、
豊
⑩
1
9
0

5
）
へ
▼
問
合
わ
せ
・
：
千
賀
さ
ん

（
日
産
車
体
豊
⑩
2
3
2
3
、
内

線
7
1
4
3
）
ま
で
。

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

と
き
・
・
・
1
0
月
2
日
出
、
午
後
7

時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
蛮
道
第
二
小
学

校
▼
内
容
…
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
。
参
加
は
無
料
。
必
ず
上
靴
を

持
参
の
こ
と
。

吊
民
体
育
課
）

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
と
き
・
・
・
一
…
3
月
‥
1
1
日
剛
、
午
前

1
0
時
か
ら
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉

小
学
校
▼
内
容
・
：
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
市
民
体
育
課
）

案
内

1
0
月
の
献
血

▼
1
0
月
4
日
間
、
三
和
研
磨
エ

業
で
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
▼
1
0
月

1
2
日
固
、
宇
治
保
健
所
で
午
前
1
0

時
か
ら
正
午
ま
で
と
午
後
1
時
か

ら
ａ
時
半
ま
で
。
（
保
健
衛
生
課
）

犬
・
ね
こ
の
引
取
り

▼
と
き
・
：
ｍ
一
月
1
2
日
固
▼
と
こ

ろ
・
：
木
幡
公
民
分
館
＝
1
0
時
4
0
分
、

小
倉
公
民
館
＝
1
0
時
5
0
分
、
日
一
椋

公
会
堂
Å
‥
‥
時
坦
分
、
宇
治
保
健

所
＝
1
1
時
2
0
分
。
（
保
健
衛
生
課
）

ｔ・．・Ｉぺ

宇
治
半
白

藤
丸

大
輔
ち
ゃ
ん

子
ど
も
の
本

連
続
購
座

十
月
は
次
の
日
程
で
す
。
各

講
座
の
二
日
前
ま
で
に
、
宇
治

市
民
図
書
室
（
容
＠
4
0
4
9
）

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

電車を見たら、「ホッホー、ホッ

ホー」と両手をふる大輔ちゃん。

ミッキーマウヌ、も大好きだとかＯ

この欄に掲載するお子さん（56

年10月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

▼
と
き
・
テ
ー
プ
・
・
○
1
0
月

1
2
日
固
「
よ
み
良
か
せ
の
大
切

さ
と
、
上
手
な
や
り
方
」
0
2
6

日
㈹
「
児
童
よ
み
も
の
の
選
び

方
と
す
す
め
方
」
、
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま

で
市
民
会
館
第
一
4
Ｒ
議
ｆ
ｆ
ｌ
ｐ
°

移
動
図
書
館

（
1
0
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

29日

吻

28日

南

22日

衝

21日

俐

20日

南

19日

脚

14日．

Ⅲ

13日

俐

12日

（匍

7日

俐

6日

南

5日

吹）

1日

衝
日

野

神

白

川

蔭

山

横

島

南小

倉

平

盛
西覆大久

保

緑ヶ

原

北小

倉

木

幡

岡

屋

東南

山

広岡

谷

御蔵

山

六地

蔵

黄

彙

南

山
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町
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川

福

角

神

明

奥広

野

広

野

南陵

町

地

区
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●●00

14

●●00

Ｓ

16

●●00

14

●●50

Ｓ

16
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14
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Ｓ
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●●50
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●●30

Ｓ
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●●10
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●●40

Ｓ

16

●●20
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●●30

Ｓ

14

●●20

15

●●10

Ｓ

16

●●00

14

●●00

Ｓ

14

●●50

14

●●30

Ｓ

15

●●30
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●●30

Ｓ

14

●●00

10

●●00

Ｓ

Ｈ

●●00

15

●●10

Ｓ

16

●●10

14

●●00

Ｓ

14

●●50

10

●●00

Ｓ

11

●●20

14

●●00

Ｓ

15

●●40

時

間

宕

ｌ’’≪

Ｉ，’；

か

ｍ

茶研

登り

口

ユー－

チカ

杜宅

輿ｌ

17

ヾ

南小

存小

学校

平盛

小学

枚

西大

久保

小学

校

旦椋

公会

堂前

縁ヶ

原児

童公

園

北小

介小

学枚

木幡

公民

館

岡屋

小学

校

梅垣

タ／ぐ

コ店

前

明星

保育

園上

ル

御蔵

山小

学校

六地

蔵公

会堂

前

万福

寺駐

車場

南山

口1

タリ

1

明星

集会

場前

竹久

商店

横広

場

福角

公園

前

城南

荘児

童公

園

奥広

野入

□

大久

保小

学校

一一丁

目公

刈前

駐
車

場

所

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
1
0
月
は
、
毎
週
月
曜
日
と
1
0

日
8
’
3
1
日
間
で
す
。

107

公民館のおしらせ

○宇治市公民館…宇治里尻71の9

’（1132804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑34

の7（ｎくｇ8290）

○宇治市小倉公民館…小介町寺内

91（ａｃ4687）

秋
の
夜
空
を観

望
し
よ
う

宇
治
市
公
民
館
と
木
幡
公
民
館

で
開
き
ま
す
。

▼
と
き
・
と
Ｃ
や
：
0
1
0
月
2
3

社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
高
井
脆
雄
（
木
幡
絵
画
サ
ー
ク
ル
・
四
万
彩
）
昨
年
、
木
幡
公
民
館
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
絵
圃
教
室
の
継
続

学
習
で
Ｓ
建
し
た
私
た
ち
の
サ

ー
ク
ル
は
、
こ
の
十
月
で
一
年

に
な
り
本
多
。

責
任
者
と
し
て
の
私
は
、
立

派
な
公
民
館
盈
哭
笹
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ

が
襲
鞍
育
の
一
環
で
あ
る
こ

と
夕
乖
に
頭
に
お
い
Ｈ
Ｓ
Ｓ
し

日
出
、
午
後
7
時
～
9
時
、
宇
治

市
公
民
館
で
「
第
3
回
宇
宙
科
学

教
室
」
（
定
員
8
0
人
）
、
つ
1
0
月
3
0

日
出
、
午
後
7
時
～
9
時
、
木
幡

公
民
館
で
「
第
Ｉ
回
親
子
天
文
教

室
」
（
定
員
5
0
人
）
▼
テ
ー
マ
・
・
・

「
秋
の
星
空
と
星
の
一
生
」
、
天
気

が
よ
け
れ
ば
天
体
望
遠
鏡
で
5
星

や
月
か
観
望
▼
講
師
・
・
・
京
都
市
立

青
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
の
江
上
賢

三
さ
ん
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
親

と
子
（
小
学
校
4
年
生
～
中
学
校

3
年
生
）
▼
申
込
み
・
：
往
復
は
が

き
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
（
学
校
名
、
学
年
）
、
電
話
番

号
お
よ
び
希
望
の
教
室
名
を
書
い

て
、
希
望
の
公
民
館
へ
1
0
月
1
9
日木幡公民館での陶芸教室

て
い
‘
’
チ
。

と
に
か
く
会
員
全
員
が
本
当

に
熱
心
で
、
し
か
な
重
指
導

者
を
得
て
、
毎
回
楽
1
で
サ
ー

ク
ル
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
描
く
こ
と
が
主
と
な
り
ま

す
が
、
各
種
の
展
覧
会
へ
も
積

極
的
に
出
か
け
て
も
い
ま
す
。

必
着
で
。
先
着
順
で
決
定
し
通
知

し
ま
す
。

第
1
5
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

子
ど
も
オ
リ
エ
ンテ

ー
リ
ン
グ

地
図
と
コ
ン
パ
ス
（
磁
石
）
を

使
っ
て
、
山
や
野
原
に
準
備
さ
れ

た
ポ
ス
ト
を
探
し
て
い
く
。
頭
と

か
ら
だ
の
ス
ポ
ー
ツ
。
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
に
、
お
友
だ
ち
と
Ｉ

諸
に
参
加
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
会
場
・
内
容
・
：
1
0
月

2
3
日
出
、
午
後
Ｃ
Ｍ
時
～
4
時
、
宇

治
市
小
倉
公
民
館
で
「
地
図
の
見

方
」
、
「
磁
石
の
使
い
方
」
、
「
上
手

な
コ
ー
ス
の
次
幻
り
方
」
な
ど
、

1
0
月
2
4
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後

1
時
、
塔
の
島
で
「
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
の
実
習
」
▼
指
導
・
：
宇

治
市
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
委
員

会
▼
対
象
・
・
・
小
学
校
5
年
生
以
上

の
児
童
・
牛
徒
▼
定
員
…
5
0
人
（
先

着
順
）
▼
電
話
か
は
が
き
で
小
倉

公
民
館
へ
。

青
年
教
室

子
ご
且
芯
日
常
活
動
蔵
大

人
と
子
戸
も
の
間
に
た
っ
て
指
導

で
き
る
シ
ニ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
牽
の

孝
ｙ
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。

み
ず
か
ら
も
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
な

が
ら
、
指
導
技
術
を
身
に
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
・
テ
ー
マ
…
左
表
▼
時

間
・
：
午
後
6
時
～
8
時
（
1
0
月
2
1

日
と
1
9
1
月
1
9
日
は
午
前
9
時
～
午

後
4
時
ま
で
▼
会
場
・
・
・
小
倉
公
民

館
他
▼
シ
ニ
ア
ー
リ
ー
ダ
1
な
め

ざ
了
青
年
▼
定
員
・
：
4
0
人
▼
参
加

費
…
無
料
。
た
だ
し
実
習
は
実
費

徴
収
▼
申
込
み
・
：
電
話
か
は
が
き

で
小
倉
公
民
館
へ

。

手
芸
教
室

（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）

家
に
あ
る
端
切
れ
か
便
っ
た
パ

″
チ
ワ
ー
ク
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
小

物
や
袋
物
な
ど
の
盃
奨
用
品
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
・
：
1
0
月
2
0
日
、
2
7
日
、

Ｈ
月
1
0
日
・
1
7
日
・
2
4
日
、
1
2
月

1
日
、
い
ず
れ
も
水
曜
日
の
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
会
場
・
：
小
倉
公
民

館
▼
講
師
・
・
・
「
私
の
部
屋
」
研
究

会
＜
Ｒ
員
の
阪
田
憲
子
さ
ん
▼
定
員

…
2
0
人
▼
材
料
費
・
・
九
百
円
▼
申

込
み
・
：
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
お
よ
び

「
手
芸
教
室
参
加
希
誤
と
書
い

て
、
1
0
月
1
2
日
ま
で
に
小
倉
公
民
館
へ
。
応
募
者
が
多
教
の
場
合
は
抽
せ
ん
で
決
定
に
通
知
に
ま
す
。
歴
史
探
訪
―
秋
の
歴
史
の
道
（
奈
良
市
）
を
訪
ね
て
―
秋
の
一
日
、
奈
良
の
史
跡
や
文
化
財
の
歴
史
の
道
を
訪
ず
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
宇
治
市
公
民
館
で
は
歴
史
サ
ー
ク
ル
と
共
催
で
秋
の
歴
史
探
訪
を
行
い
未
了
。
▼
と
亭
：
1
0
月
2
4
日
間
▼
行
程
…
神
功
皇
后
陵
‐
一
日
葉
酢
媛
陵
－
成
務
陵
1
平
城
宮
跡
－
磐
之
媛
陵
－
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
Ｉ
コ
ナ
ベ
古
墳
‐
不
退
寺
、
。
徒
歩
約
1
0
－
Ｊ
－
ｉ
▼
講
師
…
宇
治
市
文
化
財
保
護
委
員
の
山
田
良
三
さ
ん
▼
集
合
場
所
…
午
前
1
0
時
に
近
鉄
「
西
大
寺
駅
」
北
出
口
▼
服
装
…
軽
装
で
は
き
な
れ
た
靴
▼
持
ち
物
・
・
・
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な
ど
▼
費
用
・
：
交
通
費
と
拝
観
料
三
百
円
は
各
自
負
担
▼
定
員
・
：
8
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
込
み
・
：
は
が
き
（
「
歴
史
探
訪
希
誤
、
住
所
、
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
」
か
電
話
で
宇
治
市
公
民
館
へ
。
な
お
、
幼
児
・
児
童
に
は
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

青年教室日程表

とき －Ｔ―マ

ｌ 10／20（徊
開枚式子ども会活動とは

ゲーム指導のぢ法1

2 10／27困宇治市の子ども会の硯状ゲーム指導の方法2

3 11／10困野外ｉＳ動の指導方法

4 11／17（昶野外ｉＳｔｉ計画の作り方
ゲーム指導の方法3

5 11／21（ＩＩ）
ｆｆ外ｒＳ動実習（15ごう炊Ｓん）

6 11／24困つどいのもち方

7 12／1困レクリエーションダンＸ．1

8 12／8困レクリエーションダンス2

9 12／15（＊）クラフト指導の方法ｉ（和凧づくり）

10 12／19（ＩＩ）クラフト指体の方法2

ＩＩ12／22團クリスマスの集い（キャンドルサービスの方法）

12 1／12俐これからの子どむ会のあり方地破子ども会のｉＳＩＳ事例1

13 1／19ｌ徊地域子ども会の活動事例2まとめ

市
民
ア

ト
リ
エ

公
民
館
で
は
⑤
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17⑥

18（月）乳児相談（小倉公民館9時半～11時）

19㈹●心配ごと相談（社会福祉協議会13時～15時）

20湘
精神薄弱者相談（市民会館13時～16時）
青少年相談（市民会館13時～16時）

21俐

●高齢者無料職業相談（社会福祉協議会10時～15時）
●法律相談（市民会館13時半～15時半）
行政相談（市役所市民相談室ｉｏ時～ｉ6時）
乳児相談（広野公民分館9時半～11時）
幼児相談（保健医療センター13時半～14時半）

22（ｉ

23（ｉ）●結婚相談（川東集会所13時～15時）

24⑥

25（月）

26陶

●’Ｃ．－配ごと相ｍ（朴令福朴

協議会13時～15時）家庭児童相談（小倉公民

館10時～15時）

社会福祉協議会の相談（●印）

1人で悩まず、お気軽にご相談

を。（社会福祉協議会＝宇治僑通
り市役所分庁舎内・豊Ｒ5650）

●心配ごと相談（民生児童委貝）

よろず相談全般。

●法律相談（弁護士）
法律問題全般。

●結婚相談（専任相談貝）

登録・紹介。
●高齢者無料職業相談（京都府社

協・相談所貝）
高齢者の求人・求職など。

●年金相談（社会保険労務士）

年金全般。

－

27困

消費生活相談（市役所商工観光課10時～15時）

移動市民相談（登，り集会所13時半～16時）

2困 ●法律相談（市民会館13時半～15時半）
一

一

一

一
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程表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢ＴＥＬ075－631－5171～3

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

122福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村大八木島
223車田一部、平町、一里塚戸ノ内（棋島飛地）
425車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）
526福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）．平野、一番割、二番割、三番割一部
511／1笠取
627西浦（国鉄以東）、三番割芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
728芝ノ東（府道以東）．広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）
829南山（Ｂ）、金草原’
930南山畑、北山畑、大瀬戸1（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
1211／1北畠、桧尾、平尾、須留
1311／2花揃、赤塚．陣之内（国鉄以東）御園’ＡＴＩ蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町並－一部
1411／4北御蔵山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域

正中（国鉄以西）．西中一部．東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳水、柿ノ木町、15
一丁目札ノ辻町、紺屋町

16内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、ｍ小路、南端（国鉄以西）

18大林梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
20寺界道、古川、西田．北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地、大林一部
21西浦一部、新開．平野府営住宅、折坂一部

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

627田原井ノ尻、日椋，平盛、南ノロ

728混泌轟脇丿尚、大竹、茶屋裏、久保、ｍノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、

寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、829石塚（心華寺通り以西）

930束裏、一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部
1211／1小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮北

1311／2野神ヽ大谷ヽ弐番（府道以南），大谷山（権見町）ヽ琵琶ヽ若森（国鉄以南）ヽ矢落（国鉄以南）ヽ壱番一部（宇治橋通り以北宇治警察西側通り以西）

1411／4下居、善法、壱番、妙楽宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川
15蓮華、乙方、東内、又振、白川、金井戸、山本、荒棋、田中、大垣内、妙ｌ志津川

森本（国鉄以東）、段ノ上．藪里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、16池山
1谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

建設業（塗装工事）

の指名登録受付

城南衛生管理組合では，57年度

に発注する塗装工事の指名競争入

札に参加を希望される業者の登録

を受け付けます。

●受付期間…10月6日（和までの、

午前9時から午後5時まで（ただ

し、土曜日の午後と日曜日を除く）

●・受付業種…建設業法（昭和24年

法律第100号）第2条に規定する

工事のうち塗装工事卜・申請先…城

南衛生管理組合会計課（八幡市八

幡沢1番地，ａ075－631－5171内

線57番）へ。

（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・棋島町・宇治・羽拍子町地域
122寺内、西浦
223南堀池（本通以北）、ｍ堀池（本通以ｍ）
425南堀池（大和、田中）、堀池

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、526中ノ田名木、浮面、安田町全域

中山（近鉄以東）．大谷、西畑、中畑、春日森、－ノ坪、島前、627大町、大川原、中川原（大川原線以西）、石橋（大川原映以西）

728中山（近鉄以西）、毛語、若林
829羽拍子
930蛇塚、弐番（府道以北），池森、米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ■Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、1211／1神楽田（山中含む）

1311／2戸ノ内、矢ｍ（国鉄以北）、若森（国鉄以北）、里尻（国鉄以北）／Ｎぷ
1411／4東目川、西目川、ｍ落合（0～3の通りまで）
15南落合（4の通り以降～13の通りまで）
16南浦（100～110、84～98，30～33）、大京団地．山際一部
18南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫．19郡、石ｍ（大川原線以東）

20老ノ木、久保、西山（国道以東）、萍池

東山．天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、21十一（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東），十八（国道以東）
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41番

宇治（里尻．小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
塔川、善法．東山、下居、琵琶．野神、弐番、

10／118池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）

219神明（全域）宇治（蛇塚、大谷、野神一部）

琵琶台（全域）広野町（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）

420広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷．中島、丸山）西大久保府営住宅（1～20棟）

広野町（桐生谷．一里山、東裏、寺山、国道筋を除
く西裏・茶屋裏）

521大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹．上ノ山、
久保）西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木．浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）
622開町（国道筋）広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派

出所前から近鉄踏切までの府道筋）大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロ一部）

宇治（半白）小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）725

羽拍子町（国道筋）伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

道筋以南の西浦）826伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前

1127までの市道筋以北の西浦）伊勢田町（南遊田）

棋島町（全域）

1228小倉町（近鉄以東の新田島）宇治（戸ノ内．蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ
1329内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

畑、国鉄以東の正中・東中）

六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

1430中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中
・東中）五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（熊小路）五ケ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西河

原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西15ｌレ浦、新開、平野、折坂、福角、一・二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東）
菟道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸

ノ内、京大宿舎）菟道（平町を除く全域）

16ｌＬ／2明星町（全域）

志津川（全域）宇治（山本、乙方東内、又振、山田）
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1胞
血圧相談（川束集会所９
Kf干～liH寸ノ

　　　　相談ごあんない

　身近な悩みにぉ答えします。

乳児相談…6 ～11ヵ月児の栄養・

　保育・発達などの相談に応じま

　す。毎月市内各所で９時半～11

　時に実施。日程・会場は相談カ

　レンダ－に掲載。

幼児相談…１～3歳児のことば・

　しつけ・発達などの相談に応し

　ます。毎月１回、13時半~u時

　半まで保健医療センターで実施．

　日程は相談カレンダーに掲載。

２出
●結婚相談（川東集会所13
　時～15時）

-

-

-

３⑨

4(月)

5㈹
●心配ごと相談（社会福祉
　協議会13時～15時）

6(*)

７俐

●法律相談（市民会館13時

　半～15時半）　人権相談（市民会館10時
　～15時）

8(i

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゝ =

　

９出
●結婚相談（川東集会所13
　時～15時）

　　宇治市交通事故相談

と　き10月10日(日)午後1時　-

　　　　半～４時ｌ－〃　－ヽ心心四
10⑥

11⑧
c.<_o　？/aiμtX3sBB≪i旧
相談員弁護士
申込み相談を希望される人は

　　　　市役所交通労政課（a
　　　　@3141内線279）へ

12勾

●心配ごと相談（社会福祉

　協議会13時～15時）
●年金相談（社会福祉協議

　会10時～正午）
　家庭児童相談（小倉公民
　館lO時～15時）
　乳児相談（保健医療セン
　ター９時半～11時）

　　交通事故巡回相談所

と　き10月６日(水)･20日(水)
　　　　午前9時～午後４時
ところ　宇治市宇治若森

　　　　京都府宇治地方振興局
内容　●交通事故の法律問題

　　　　●示駁のしかた●賠償
　　　　額の算定●訴訟､.調停
　　　　のしかた●自賠責保険
　　　　等の利用、臍求のしか
　　　　た他。
お問い合わせ宇治地方振興局

13團

血圧相談（開公民分館９
時半～11時）
移動消費生活相談（旦椋
公会堂10時～15時）･

14俐
●法律相談（市民会館13時

　半～15時半

15(i 血圧相談（城南荘集会所
９時半～11時）

16tt)
●結婚相談（川東集会所13　　し　　　　　　“¨てグレリ

　時～15時）

もえないゴミ収集日

程表
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